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福島県浪江町のスギ林を対象に、ゼロテンションライシメーターを用いて樹幹近傍および樹幹から離れた地

点の土壌浸透水量を観測し、それらに含まれる溶存態 137Cs 濃度を測定した。その結果、樹幹近傍の浸透水量、

溶存態 137Cs 濃度、137Cs フラックスは、樹幹から離れた地点に比べ高い値を示した。 
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1. 緒言 

樹幹流は、従来の森林水文研究により、森林土壌へ集中的な雨水をもたらし、樹木根系に沿った選択的な

深部浸透を発生させ 1) 、森林土壌における水や物質の空間分布に影響を及ぼすとされている 2) 。しかし、福

島原発事故により森林に沈着した放射性セシウムの調査は土壌のみに留まり 3) 、土壌浸透水の採水や分析に

より、樹幹流が雨水や放射性セシウムの浸透に及ぼす影響について定量的に評価した例は非常に少ない。 

 

2. 方法 

 本研究では、福島県浪江町のスギ林を対象に、樹幹流とゼロテンションライシメーターを用いて樹幹近傍 

(Rd) および樹幹から離れた樹木間 (Bt) の土壌浸透水量を観測し、それらに含まれる福島原発事故由来の溶

存態 137Cs 濃度を測定した。観測調査は、2019 年の 6 月 24 日から 12 月 11 日の期間で計 6 回実施した。 

 

3. 結論 

土壌浸透水量は Rd の方が Bt よりも多く、5 cm 深度で 1.4 倍、20 cm 深度で 3.1 倍も多かった。Rd と Bt に

おける溶存態 137Cs 濃度は、5 cm 深度でそれぞれ 2.79 Bq/L と 1.72 Bq/L、20 cm 深度で 0.78 Bq/L と 0.52 Bq/L

であった。その結果、年間の溶存態 137Cs フラックスは、5 cm 深では Rd が 1.71 kBq/m2で Bt が 1.08 kBq/m2

と、前者の方が 1.6 倍大きかったのに対し、20 cm 深度では 1.08 kBq/m2と 0.24 kBq/m2と 4.5 倍も高い値を示

した。以上のことから、樹幹流の影響が強い樹幹近傍では、溶存態 137Cs 濃度が高く浸透水量も多いため、樹

木間と比較して 137Cs の浸透フラックスが多いこと、また特に深部浸透への影響が大きいことが示唆された。 
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